第６０回東北地区高等専門学校体育大会　
バスケットボール競技  競技要項

１．主　　催　　東北地区高等専門学校体育連盟
２．競技開催校　　福島工業高等専門学校
３．後　　援　　いわき市、いわき市教育委員会、いわき市体育協会、
いわきバスケットボール協会

４．大会日程　　令和５年６月３０日（金）～７月２日（日）
５．競技日程　　令和５年７月  １日（土）～７月２日（日）
６．大会会場　　いわき市立総合体育館（いわき市平下荒川字南作100）
７．参加資格	（１）（公財）日本バスケットボール協会に加盟登録されたチームであること。
（２）（公財）日本バスケットボール協会に個人登録された選手であること。
８．競技規則	（１）今年度（公財）日本バスケットボール協会競技規則に則る。
[bookmark: _GoBack]（２）使用球は（公財）日本バスケットボール協会検定球（男子：７号（８面体）、女子：６号（８面体））とする。
（３）エントリーおよびベンチに入ることができる人数は、男子選手が１５名以内、女子選手が１２名以内とし、スタッフは男子女子とも監督・コーチ・マネージャー各１名の３名とする。ただし、スタッフにアシスタントコーチを１名置くことができる。監督・コーチ・アシスタントコーチのいずれかは、JBAの定める感染対策責任者を兼ねる。なお、監督とコーチが同一の場合、参加申込書の欄の両方に氏名を記載すること。
（４）コーチ、アシスタントコーチに在校生（専攻科・本科）を登録する場合、JBA公認コーチE級以上のコーチライセンスを保有すること。この場合、メンバーIDとライセンスの級を所定の用紙に記載し、大会中は登録証を着用すること。当該在校生がコーチと選手を兼ねる場合は、アシスタントコーチを置くこと。
（５）留学生を含む外国人選手のエントリー数については制限を設けない。競技中、同時にプレイできる外国人選手は1名とする（オンザコート1）。外国人選手とは、日本国籍を持たず高等専門学校に入学した選手をいう。日本国籍を持たなくとも「教育基本法」「学校教育法」で定める日本での小 学校教育及び、中学校教育・中等教育学校の前期部分（義務教育）を修了したものは、日本人選手と同等と見なす。この条件を満たしていない外国人留学生選手がエントリーする場合には、参加申込書の外国籍欄に○印を付けること。
（６）エントリー変更は、代表者会議開始前までに競技委員長に所定の用紙を添えて申し出なければならない。
（７）ベンチは、組合せ表左側のチームがオフィシャル席に向かって右側とし、ゴールはベンチと逆側のバスケットを先攻する。
（８）ユニフォームは、組合せ表左側のチームが淡色（白色）、右側のチームが濃色を着用する。（ただし、２試合目からは当該チーム間の話し合いにより、大会本部の了承を得た上で変更してもよい。）
９．競技方法　【男子】
（１）７チームをＡ（３チーム）、Ｂ（４チーム）の２ブロックに分け、Ａブロックはリーグ戦、Ｂブロックはリンク戦を行い、各ブロックの上位２チームで決勝トーナメント戦を行う。その組合せは次のとおりとする。
Ａブロックの１位とＢブロックの２位
Ｂブロックの１位とＡブロックの２位
（２）リーグ戦及びリンク戦における順位は、次の順序に従って決定する。
［ア］勝率による。
［イ］２チーム同率の場合は、相互の試合で勝ったチームを上位とする。
［ウ］同率の２チームが対戦していない場合及び３チーム以上が同率の場合は、ゴール・アベレージ（総得点を総失点で割る）の大きいチームを上位とする。
［エ］ゴール・アベレージが同じ場合は総得点の多いチームを上位とする。
　　　　　　　【女子】
（１）リーグ戦とする。
（２）順位は、次の順序に従って決定する。
［ア］勝率による。
［イ］２チーム同率の場合は、相互の試合で勝ったチームを上位とする。
［ウ］同率の２チームが対戦していない場合及び３チーム以上が同率の場合は、ゴール・アベレージ（総得点を総失点で割る）の大きいチームを上位とする。
［エ］ゴール・アベレージが同じ場合は総得点の多いチームを上位とする。なお、出場チームが５チーム以上の場合、競技方法は各校参加の顧問会議で検討し、代表者会議において決定する。
10．参加申込　（１）申込期限　令和５年６月２日（金）【必着とする】
（２）申 込 先　〒970-8034　福島県いわき市平上荒川字長尾30
　　　　　　　　　　　　　　　　福島工業高等専門学校　学生課学生支援係
　　　　　　　　　　　　　　　  　東北地区高等専門学校体育大会　
バスケットボール競技実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　  　TEL：0246-46-0736   FAX：0246-46-0742
11．組合せ抽選  （１）シードを行う。
（２）競技実行委員会において、令和５年６月７日（水）に競技開催校の体育主任及び学生(学務)課の立会いで、競技開催校の学生が抽選を行う。
12．代表者会議	（１）日　　時　令和５年６月２８日（水）１７：００～
（２）会　　場　オンライン（予定）
13．開閉会式	（１）開 会 式　感染拡大防止により中止
（２）閉 会 式　競技終了後に簡素化して実施
14．感染症拡大予防対策
（１）東北地区高等専門学校体育大会におけるガイドラインおよび日本バスケットボール協会ガイドラインに準拠する。
（２）別途定める東北地区高等専門学校体育大会バスケットボール競技における感染症対策ガイドラインに則り実施する。
（３）参加申込書に記載されたエントリーメンバー（選手、監督、コーチ、アシスタントコーチ、マネージャー１名）は、参加確認書を記録し、会場にて提出する。
15．そ の 他　（１）前年度第１位と第２位のチームにはシード権を与える。
　　　　　　　　　［ア］男子の場合、第１位をＡブロックのＡ、第２位をＢブロックのＤとする。
　　　　　　　　　［イ］女子の場合、３チームによるリーグ戦のときは第１位をa、第２位をcとし、４チームによるリーグ戦のときは第１位をa、第２位をbとする。５チーム以上でトーナメント戦を実施するときは、トーナメント表（横置きの場合）において、第１位を上端、第２位を下端とする。
（２）男子の３位決定戦は行わず、２チームを３位とする。女子がトーナメント戦の場合には３位決定戦を行う。
（３）テーブル・オフィシャルズ（Ｔ.Ｏ.）は、原則東北地区高等専門学校バスケットボール部員とする。
